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4. CO2レーザ-照射によるZnO(粉体)の発光現象

木戸 利也

物質のCO2レーザ｢照射がその物質に対して加熱源として作用する串が

知 られていて､すでに様々の用途が考案されている｡位か10W程度の集光､

照射ですら耐火煉瓦に局所的溶融をもたらし白色の発光が観測されている｡

本論文の著者は､ZnO粉体にCO2レーザーを照射 して生ずる発光スペクト

ルを波長450nmか ら22OOnmの領域にわたって測定を試みた｡ただ し850nmカ.i

らlo()Onmの開城は検出器の感度の都合によって枚出不可能であった｡一万､

1954年にMollvoらは白金根上のZnO相棒をヒーター加熱で生 じた幅射光の

スペクトルを測定 し､キルヒホフの法則が成立することを明らかにしてい

る｡ iE.Molluoetal.El早CtrOnicProces･sesinZincOxide:SolidSta

tePhy･Bled･SeitzandTurnbull,(Acad･PressNY1959)1931･彼らの

測定した黒体帽射光のスペクトルと今回のものとは45Unnか ら650nmの間で

一致している軍が確かめ られた｡

5. 二次元蛍光画像測定によるGaAs中の

担体再結合 ･輸送過程

坂 地 陽一郎

本研究は､一般にホ トル ミネッセンス強度がその波長変化､励起点か

らの距離変化 (空間方向 )に対 してどの様に変化するかの知見 を､二次元

画像計測システムにて､ 1回の測定で同時に表現することを目的としたも

のである｡後者の空間方向変化の知見は､オフ●トエレクトロニクス用の材

料物性としての重要性から､近来益々必要とされている｡

測定系の相成は､受光部として¢-0.30mの光ファイバー3360

本を14.4×21.On皿2 の枠内にうめこみ､検出部にシリコンフォト

ダイオー･ドアレイ､取 り込み部には高速 12bitA/D変換器から成 り､

回路制御部にプログラマブルパルスジェネレータを用い､データはRAM

ボー ドに一時的に保存 して処理を行 うこととしている｡
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測定対象としては､77KでのGa旦S:Cuを用いている｡Cuおよ

び取間発光の空間分布とその弓虫度の励起パワー依存性を測定し､それぞれ

のちがいを電子およびホールの拡散項を含めたレー ト方程式の定常解を求

めて説明を行っている｡解析から､伝導帯中の電子および価電子帯中のホ

ールの寿命時間をTn-2.7×10~8sec､ Th- 4.7×10~Tsecと

決定 した｡次に､室温でのnon-doped G aA sの励起場所によるPLの発

光効率と拡散長の空間的不均一性を､ 0次､2次モ｣メントの変化および

それ らの相関関係としてとらえ､定性的な解釈を行っている｡このことは

本計測システムが工業的計測の一法としての可能性をもつことを明らかに

したものである｡

6. カラーセンターレーザーの試作 とその発振光を用いた

oH振動モー ドの励起

芝 野 元 道

FA中心は本学の大倉研究室において約30年の期間にわたって国際●

的な視野のうちで研究されてきた色中心である｡FA(Li)中心が固体レー

ザーとして安定な媒質であることは約 15年前Mollenauerによって示さ

れたが､実現困難な技術の一つとして数えられている｡本論文の著者は

FA(Li)中心によるカラーセンターレーザーの試作を試み､数々のノウ

ハウを樹立して､そのレーザー化に努力し､YAGレーザーの二次高調

波励起により2.40(〃m)から3.05(〃m)の波長帯に至って同調可

変のレーザー発振を実現したものである｡特に工夫を要した点は､アル

カ リハライド結晶の着色技術､レーザー媒質の端面研磨法､発掘キヤヴィ

ティーの設計と自作､などであり､その詳細を本論文に記載している｡

レーザー性能のうちその単色度は2.668(nm)で0.8 (nm)と測定し

ている｡出力は100(mv)励起において3.串(mv)で､slopeefficienc

yは4%､内部損失は15%と見積りを行なっている｡そのうち後者は､

ミラー､窓による損失が9%､表面における損失が4%､内部吸収か2

%から成るとの評価をしている｡

このようにして開発したレーザーを用いてH20ガスの吸収測定と固
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